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　カトリック東室蘭教会広報誌　毎月第2日曜発行
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９月 １０月 １１月 １２月 備考

第１ミサ 白鳥 太平洋 蘭岳 楽山

第２　※ 楽山 白鳥 太平洋 蘭岳 奇数月：集会、偶数月：ミサ

第３ミサ 蘭岳 楽山 白鳥 太平洋 10月は大会

第４集会 太平洋 蘭岳 楽山 白鳥

第５　※ 白鳥 １１月集会

掃除当番 太平洋 白鳥 楽山 蘭岳

曜 午　　　前 午　　　後
1 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
2 木
3 金
4 土 掃除：白鳥
5 日 ミサ9:30　（典礼：太平洋）10月運営委員会
6 月
7 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
8 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
9 木
10 金
11 土 ミサ 10:00 キリスト教講座②ミサ後　掃除：白鳥
12 日 ミサ 9:30　(典礼：白鳥）　各例会日
13 月
14 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
15 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
16 木
17 金
18 土 掃除：白鳥
19 日 第19回苫小牧地区信徒使徒職大会（市民会館）10時　 ミサ（市民会館）
20 月
21 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
22 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
23 木 セシリアうたの会10:00
24 金
25 土 ミサ 10:00 キリスト教講座②ミサ後　
26 日 集会祭儀 9:30・　(典礼：蘭岳）　ミニ大掃除　
27 月
28 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
29 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
30 木
31 金

2025年10月　教会行事予定

2026年 
カレンダーの
注文 受付 

廊下の棚に注文
用紙があります 
申込の締め切り
は10月19日
までです

安全
第一

バザー準備、当時の準備について（特に男性の方） 

⚫ 大きめのブルーシートを１枚　司祭ガレージから芝生へ

　（当日のためテーブル・テント・焼き鳥炉など外におくため）


⚫ テント・テーブル・コンパネ・焼き鳥炉など　

　（倉庫からリヤカーで教会芝生などに運びます。）


⚫ シャッター倉庫から長梯子を出します。

　（ベルタワーに万国旗を設置するため、万国旗の設置）


⚫ テントを設置します（７張）

　　　　　特大：焼き鳥用


　　　　　黒ケース　２　（衣類・雑貨など）


　　　　　緑ケース　２　（手芸・書籍など）


　　　　　茶ケース　１　（海星高校さん）


　　　　　茶ケース　１　（修道院さん）


⚫ 焼き鳥炉の火入れなど


⚫ 看板・幟などの設置


⚫ 電源（海星さんのため）の準備

　　（コードリール）


登別教会

BAZAAR
 AM10:30~PM2:00

きょうかいの

力になれたら いいね

　益金の全ては社会的に弱い立場
にある方々に届けられます

き
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い
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とり

BAZAARバザー
2025.9.28

カトリック東室蘭教会　電話44-3851駐車場は裏にあります


お休み所

喫茶店
教会ホールで開店中

あなたに おにあいの

衣類

教会ホールで開店中

ケーキ
パン

いいものあります

日用 
   雑貨

き
ょ
う
か
い
の

や
きと
り

手作り手芸品　たくさんあります

9月27日㈯　 

10時のミサ後

9月28日㈰ 

　バザー当日　 

できれば 

8時30分から 



３．報　告：	
3.1，9月.10月.11月の予定　　	

9月	

 7日㈰　年間第23主日.ミサ(白鳥地区典礼当番)	
　　　　ミサ後9月の運営委員会	
14日㈰　年間第24主日.集会(楽山地区典礼当番)	
　　　　例会日	
21日㈰）年間第25主日.ミサ(蘭岳地区典礼当番)	
　　　　敬老の日	
27日㈯　10時ミサ～　ミサ後バザー前日の準備、	
28日㈰　年間第26主日、ミサ(登別教会と合同）	
　　　　（太平洋地区典礼当番）、教会のバザー	
29日㈪　韓国巡礼団出発（10月2日まで）	

10月	
 5日㈰　年間第27主日、ミサ（太平洋典礼当番）	
　　　　ミサ後10月の運営委員会	
　　　　JOCカレンダー訪問販売	
12日㈰　年間第28主日 ミサ(白鳥地区典礼当番）	
　　　　例会日	
19日㈰　年間第29主日、第19回苫小牧地区信徒使徒	
　　　　職大会（輪西市民会館）	
26日㈰　年間第30主日.集会祭儀(蘭岳地区典礼当番)	
　　　　ミニ大掃除	
11月	
 2日㈰　年間第31主日、ミサ（蘭岳地区典礼当番）	
　　　　例会日	
 9日㈰　年間第32主日、集会(太平洋地区典礼当番)	
　　　　例会日、	
16日㈰　年間第33主日.ミサ(白鳥地区典礼当番）	
　　　　苫小牧地区連絡協議会	
23日㈰　王であるキリストの祭日、集会祭儀	
　　　　（白鳥地区典礼当番）、ミニ大掃除	
30日㈰　待降節第一主日.集会(楽山地区典礼当番）	

※毎週の行事（変更の場合あり）	
・火曜日 午前10時～　OPC（パソコン倶楽部）	
・水曜日 午前10時～　こっとん倶部	
  午後６時30分　キリスト教講座①（８/6、13休） 	
・木曜日第四、午前10時～セシリアうたの会	
　（９月まで、10月から第二復活の予定）） 	
・土曜日第二及び第四午前１０時～ミサ、	
　　　その後キリスト教講座②	

3.2　室蘭教会献堂135周年記念ミサについて	
　　（8/17）特に無し	

3.3　財務報告	
　教区負担金を早期に振り込んだため資金の余裕	
  がなくなったが、収入支出ともほぼ予算通りに進	
  行していると思われる。 	

４．議　事：	
4.1　バザーについて（確認を含め）	
　日時：2025年９月28日㈰ミサ(合同)後10時30分予定	
メニュー等について=食堂は再開しない	
キッチンカーを予定=昨年と同じカレー主体の1台、
追加として、フランクフルトと白餡最中。その他
は昨年同様の予定　喫茶コーナーは集会室で開催	
焼き鳥=昨年同様の串を800本注文済み。消費税込み
１本110円	

　登別は=昨年同様予定	

　海星学院=昨年同様特設コーナーと売り子10人	

　以内で依頼した。	
　販売コーナーの設置は例年と異なり、教会に向かっ
て、通路右側に当教会のコーナー。左側に登別、
海星、修道院等を配置することとした。キッチン
カーは前面のスロープ前に2台配置することとした 	

4.2　韓国巡礼旅行について	
日時：2025年9月29日㈪～10月2日㈭	
主催：苫小牧地区・室蘭ブロック4教会	
世話会社：(株)イー・エム・プランニング	
参加費：160,000円(税及び燃油チャージ他含む)	
定員：16名(司祭２名含む)　先着順で定員を超え	
　　　た場合は調整もあり	
現在の申込状況：司祭2名.信徒14名確定とのこと	
　　　　　　　　東室蘭教会関係者は５名の予定	

4.3　信徒使徒職大会につぃて	
　　参加申込者　苫小牧24名、静内4名、室蘭7名、	
　　東室蘭26名、登別12名、伊達5名	
　　司祭3名、司教、講演者他4名、教区事務局3名	
　　信徒合計78名、司教他11名　総計89名	
　　今後の予定　グループ分けの作業、会場の下見	
　　等。特に会場の下見は早急に計画する。	
　　今後の作業日程を作成する。実行委員会は状況を	
　　見て考えることとした。	

4,4　9月からのミサ、集会祭儀の典礼当番について	
  ４ページの表をご覧ください 	

4.5　聖年の巡礼について	
　　司教館までの貸し切りバスの借料は帰途エスコン	
　　フィールドによるとして	
　　シノヤマ観光　大型139,140円 中型116,380円 	
　　小型98,430円	
　　道南バス　大型159,200円	
　　結論は出なかったが、個人負担を考えても実施し	
　　たいとの希望もあり、他の教会にも呼び掛けても	
　　う少し検討を進めることとした。	

4.6　ライヤ神父様霊名の記念日、誕生日のお祝い会	
　　について　例年通り１１月第三週１１月１６日に	
　　計画することとした。	

4.7　待降節の黙想会について	
　　佐久間神父様の予定を確認し、検討することとし	
　　た。11月30日を第一候補とする。	

その他	
　・Softbank 通信アンテナの件　8月下旬完成　	
　　契約は司教館、借地料は教会へ3,000円/月 	
　・室蘭市消防署からの“立入検査結果”への対応に	
　　ついて（別紙）	
　　資料に基づき説明し資料に沿って対応することと	
　　した。	
　・施設部からの報告　資料に基づき8月の活動報告	
　　と9月の予定の報告があった。プレハブ物置の整	
    備に費用が必要とのこと。金額により運営委員会	
   で検討する。	

５．司祭の予定等：	
9月15日～20日トラピスト修道院で司祭黙想会 	

６.ミサ・集会祭儀の予定	
・9/7 ライヤ師・9/14 集会・9/21 ライヤ師　	
・9/28 集会・10/05/ライヤ師 ・10/12　小林師　　 
10/19　大会    10/26　集会

2025年度 第5回運営委員会 議事録　2025年9月7日㈰10:50〜12:25


議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。明日の教会に向けて
信徒使徒職の新たな姿勢＆現実の障

害と 
その対策-1 

　新たな時代に向けて福音宣教していくために
は、どうすれば信徒と聖職者åが、時代を担う
宣教を果たすために、お互いを刷新することが
できるだろうか。それはまず立場と職務の変革
であり、その再発見にお
ける基準に次の３つのこ
とが考えられるでしょ
う。 
　①人間の救い（特に貧
しい人々・苦しみ悩んで 
　　いる人々）という使
命・要求に応えること。 
　②啓示に忠実であるこ
と。 
　③普遍的な教導職、特
に第二バチカン公会議の 
　　精神に忠実であるこ
と。 
　これら３つの基準に導
かれ福音的刷新を企画す
るとき、聖職者と信徒の
内的関係や互いの立場と
職務とは、自然に論理的
な変革を強いられる事に
なるでしょう。 
　現在に至るまで教会にお
ける信徒の立場と職務は、聖職者によって決定
され、現場からの要請ではなく、具体的事実を
度外視した遠く離れた権威団体によって、従順
な信徒に命ぜられてきたのではないでしょう
か。現在カトリック教会は、現実のただ中でキ
リストの救いの価値を真に受肉させるべきこと
が、すでに明らかになっているのではないで
しょうか。 
　その現実とは、宗教的・文化的な豊かさと貧
しさの状況として明らかにされてきました。も
し、この現実に対して、対話・文化的受肉・社

会的解放などによって応えなければ、日本にお
いて明日の新しい教会の姿を見ることは出来な
いでしょう。 

　教会の使命は、新しい国作りを開始し、人類
全体の救いの秘跡として奉仕することであり、
それは、啓示および教導職に対して忠実になら
なければならないでしょう。そして第二バチカ

ン公会議の精神には、私
たち日本の教会を日本化
し、福音化するよう推奨
し、一つの協力的な民と
して機動性を持つことも
示唆しているのです。 

　そこで、現在日本の教
会において刷新していく
とき、問題としてあげら
れる障害の実体と、どの
様に変革すれば良いの
か、その対策を見ること
にします。 
　第二バチカン公会議
は、教会史上新しい出来
事として「信徒の身分と
立場」を明確化しまし
た。この、信徒の正当な
立場と役割を実現してい
くためには、現在の教会
の中でいくつか妨げと
なっているものを、より良

く改善していく必要性があるでしょう。この実
施において多少の犠牲を払うことは、やむを得
ないでしょう。しかし、逆に断固反対する者に
対して同調・妥協するようなことになれば、そ
れはまた形だけの変革となり、実体の伴わな
い、旧態依然とした構造を引きずっていくこと
になるでしょう。 
　その妨げとなる従来からの課題と、より良い
改善とはなんでしょうか、次回、考えて参りま
しょう。 

心のともしび運動　松村信也sj 

2025	
10.19㈰	
受付9:00	

開会	10:00

第19回カトリック苫小牧地区 

信徒使徒職大会
「寄り添う教会を目指して」 

ー私たちひとり一人ができることー 
「霊における会話」　講師：札幌教区シノドス委員 

Sr.松宮るみ子氏

会場　室蘭市 市民会館 
〒050-0085 室蘭市輪西町２丁目５−１☎0143-46-8888

・カトリック静内　教会 
・カトリック苫小牧教会 
・カトリック登別　教会 
・カトリック東室蘭教会 
・カトリック室蘭　教会 
・カトリック伊達　教会


